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８１ 
『白痴』でイッポリートを書いた後、ドストニフスキーは〃論理〃の世界から、いわば当アポヶヅトめいた
ところ〃へ出てしまった。イッポリートの豊饒な生命力は、自分の不条理な存在の形を「絶対者」に厳しく問うた
が、当然十全な答のある筈もなかった。あるのは、問うたことの意味だけである。
万有がただそこに在るだけで、それ以上の「意味」をもたないとしたら、人間は非意味の世界のなかで存在して
いかなければならないことになる……イヅポリートを描いた後、作家はこの間を逆につきつけられたのかも知れ
ない。スタヴローギンという人物を発想する過程には、確かにこれまでの主人公のそれとは異なるものがあったよ
な
い
。
ス
タ
ヴ
｜
うな気がする。
スタヴローギソは作者の深く愛着した第一の人物である。作家が発想の時から彼を大事に秘匿しておくつもり
で、書きたい衝動とたたかいつづけたことは、創作ノートをみるとよくわかる。ライフワークとして構想していた
『大罪人の生涯』にその片影があるのも当然だろう。
だが、現実にはドストエフスキーは『悪霊』にとりかかり、難渋していた。捗らない『悪霊』と、早く書き始め
たい『大罪人の生潅』との板挟蕊のなかにあった．彼は櫛くはこの困難で厄介な”複線“を走っていたｌ雲』
ド
ス
ト
エ
フ
ス
キ
ー
と
ス
タ
ヴ
ロ
ー
ギ
ン
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8２ 
と『大罪人』との均衡関係を維持しつづけるのにドストエフスキーは腐心していた。
し
か
し
、
『
大
罪
人
』
の
現
存
す
る
ノ
ー
ト
は
、
作
者
が
考
え
て
い
た
ほ
ど
現
実
的
で
は
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
ｌ
小
説
と
し
て
の
バ
ネ
が
足
り
ず
、
主
人
公
の
内
容
に
発
展
性
が
な
い
。
主
人
公
は
現
存
の
作
品
で
は
『
未
成
年
』
の
ア
ル
カ
ー
ジ
イ
に
最
も
近
い
が
、
作
家
の
大
構
想
を
背
負
う
ほ
ど
の
人
物
と
は
思
え
な
い
。
『
大
罪
人
』
の
主
人
公
が
役
不
足
で
あ
り
、
そ
れ
が
作
者
に
よ
く
わ
か
っ
て
い
る
と
す
れ
ば
、
彼
の
脳
裏
に
ス
タ
ヴ
ロ
ー
ギ
ソ
の
影
が
ち
ら
つ
い
た
の
も
不
思
議
で
は
な
い
。
「
浮
気
」
の
つ
も
り
で
と
り
か
か
っ
た
『
悪
霊
』
が
、
「
一
寸
し
た
政
治
的
．
ハ
ン
フ
レ
ッ
ト
」
か
ら
本
格
的
な
小
説
の
櫛
想
に
発
展
し
そ
う
に
な
る
に
し
た
が
っ
て
『
大
罪
人
』
は
間
遠
に
な
っ
て
行
く
…
…
『
大
罪
人
』
の
プ
ラ
ン
に
ド
ス
ト
エ
フ
ス
キ
ー
が
な
お
執
着
し
て
い
る
限
り
、
彼
は
『
大
罪
人
』
の
主
人
公
の
テ
コ
入
れ
を
考
え
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。
『
大
罪
人
』
の
ノ
ー
ト
で
ス
タ
ヴ
ロ
ー
ギ
ソ
を
連
想
さ
せ
る
メ
モ
は
大
き
な
と
こ
ろ
で
二
個
所
ほ
ど
あ
る
が
、
こ
の
辺
は
作
者
の
迷
い
を
示
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
ド
ス
ト
エ
フ
ス
キ
ー
の
解
釈
に
よ
れ
ば
、
こ
れ
は
ス
テ
ン
カ
・
ラ
ー
ジ
ン
型
か
ダ
ニ
ー
ラ
・
ブ
イ
リ
ッ
ポ
ヴ
ィ
ッ
チ
型
の
土
着
人
の
タイプで、全鞭身派や去勢派にまで至るという。トルストイ型のひ弱な貴族の子孫ではないということなのであろ
う
。
ツ
ル
ゲ
ー
ネ
フ
に
も
ト
ル
ス
ト
イ
に
も
対
抗
意
識
を
燃
や
し
つ
づ
げ
た
ド
ス
ト
エ
フ
ス
キ
ー
の
生
地
が
ゆ
く
り
な
く
も
出
て
い
て、それがユニークな人物の創造につながったとすれば、作家の創作の舞台裏として興味を惹く。
も
う
一
個
所
は
こ
れ
よ
り
ひ
と
月
半
ほ
ど
後
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
ア
ル
カ
ー
ジ
イ
に
ス
タ
ヴ
ロ
ー
ギ
ソ
の
イ
メ
ー
ジ
が
重
な
っ
て
い
る。
無
限
の
力
は
直
接
的
で
あ
り
、
い
こ
い
を
求
め
、
苦
し
み
を
お
ぼ
え
る
ま
で
に
動
揺
し
、
探
求
と
遍
歴
の
時
代
に
、
と
て
つ
も
な
い
逸
脱
や
実
験
に
喜
ん
で
飛
び
こ
ん
で
ゆ
く
。
無
限
の
力
は
そ
の
時
の
至
る
ま
で
し
ば
ら
く
は
、
彼
ら
の
直
接
的
な
動
物
的
な
力
に
つ
り
合
う
よ
う
な
思
想
ｌ
極
め
て
艫
圃
と
し
て
お
り
、
繍
勵
そ
の
力
を
組
織
し
、
そ
の
力
を
お
も
ね
る
よ
う
な
勝
け
さ
に
（１） 
まで鎮めてしまうような強固な思想を確立できないのである。（第三ノート七十年一月一日）
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8３ 
シャートフに指弾された正気の沙汰とは思われぬ淫蕩、肢の女マリヤ・レビャートキナとの因果関係と殺害、下
宿の十一一歳の少女マトリョーシャの凌辱、懲役人フェージヵとのかかわりと犯罪は、ノートのモチーフのまま『悪
霊』に移されている。『大罪人』のノートは七十年五月一一一日で終了しているが、その前に一一一ヵ月の長い中断があ
り、事実上は一月末で終っている。
『悪霊』ノートの前身『羨望』が書きはじめられたのは六九年末であり、『悪霊』ノートそのものは、七十年一
月一一二日付で正式なしのになっている。つまり、一月末まで〃複線〃で走っていたものが、二月からは『悪霊』一
本になり、単独で専心書きつづけられることになる。
『悪霊』は、作者が「故意に」意識しないまま「政治的・ハソフレット」小説から脱却しつつあった。
『悪霊』が「政治的。ハソフレヅト」小説から本格小説に成長していった最大の原因は、『大罪人の生涯』の蹉鉄
にある．『大罪人』の座礁が『悪霊』の小繊としての遡命を大きく変えていったのである．『大罪人の生魑』ｌ
『悪霊』といった上下関係の図式は崩れ、『悪霊』そのものが『大罪人』の地位を奪いつつあった。この最初の目
論見と違った『悪霊』の変化は、当然のことながら小説の内容を複雑にし、執筆を渋滞させた。『大罪人』の構想
『大罪人の生涯』が挫折したことをドストエフスキーは認めたがらなかった。三ヵ月中絶の後、五月にまた取り
あげたのはその証左である。しかし、創作としての自由な流れは、作者の未練にはお構いなく、『悪霊』に向って
いたのである。
、
、
ところで彼は打克ち難い欲望に動かされながらＪい）、恐怖の念をいだきつつ放蕩生活に入って行く。放蕩の空
虚、醜悪、無意味さが彼を樗然とさせる。彼は一切を郷って、悲哀をともなった恐るべき数々の犯罪の後、お
（ワ』〉
のれ自らを法の手に委ねる。（傍点ドストニフスキー）（一一月一一二日一五ページ一一）
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“折絆』でいた。
『大罪人』のノートの中の「スタヴローギこに該当する個所は、すでに見てきたように、意外に少い。この観
点からすれば、従来、言われていたように、スタヴローギソが抜けて『大罪人』のプランが崩壊したのではなく、
『大罪人』の構想そのものに発展する要素が本来欠けていたのであろう。
『大罪人』の中絶は、内部要因のエネルギーの過少、必然性の不足によるものであり、「主人公」移行後の空洞
化によるものではない。『大罪人の生涯』の機懲の行議りが逆に「公爵」ｌスタヴローギンを大きくし、『懸霊』
の変質を誘ったのである。
客観的にふれば決定的なものに染えながら、なおドストエフスキーが『大罪人』の柵想をいだきつづけていたの
は興味あることだ。『大罪人』のプランをＡ・マイコフに語った周知の手紙は七十年三月二五日に聾かれている
が、この時期は、『大罪人』のノートが全くつけられていない〃空白の期間〃である。進捗しない遠大な榊想を断
念しきれないままに、親友にプランを語ることで、それを反翻し、確認していたのであろうか。
に未練を残していた作家は、この『悪霊』の変化に故意に気付こうとせず、『大罪人』の中断と『悪霊』の難渋に
長篇の総題は『大罪人の生涯』ですが、各篇がまた別々に題をも？」とになります。全篇で展開される主要
な間震小生が一生涯窓識的にも無意識的にも苦しんできた問題ｌ柳の存在ということです．主人公は
その生涯を通じて、あるときは無神論者に、あるときは信仰者に、あるとぎは狂信者、分離派教徒に、あると
きは、再び、無神論者になります。第二篇は全部が修道院で展開されます。この第二傭に小生は自分の希望の
すべてをかげています。
第二篇には中心人物として「チーホソ・ザドンスキー」を登場させたいと思っています。もちろん名前は変
えますが、やはり僧正で、修道院で静かに暮らしています。刑事事件に関係した早熟で堕落した十三歳の少年
（小生）」のタイプを知っています）、これが全長篇の未来の主人公ですが、現在は両親（我点と同肛サークル
に属する教養人）の手によって教育のために修道院に入れられています。この狼の仔、ニヒリスト少年がチー
Hosei University Repository
8５ 
キリーロフと遮ってスタヴローギソは『悪霊』ノートで克明に書きしるされた人物である。それは『悪霊』ノー
トの前身である『羨望』のＡ・Ｂ公爵から始まる。彼は「プライドが高く、羨望心がつよい」、「自分の本性に対し
て全く制御のきかなと人物として書かれている。彼は「輝かしい人物」と評されているところもあるが、概して
評価は否定的であり、主要人物でもない。
七十年一月一一二日から事実上の『悪霊』ノートは始まるが、はじめはグラノフスキーが主であり、二月の半ばに
なって漸く「公爵」（スタヴローギソ）が顔を出してくる。公爵夫人（母夫人）、養女（ダーリャ）、シャートフ、
美女（リーザ）、グラノフスキ‐（ステパソ氏）、学生（ピ罰‐トル）Ｉ彼の出現と同艤に小説健動きだしたかに
見える。プロットは公爵に収救し、また、拡散していく……ここまで『悪霊』はグラノフスキー、シャートフ、
学生のトライアングルで構成されてきたが、何か動きに欠けていた。作家はこの三角形に、別格的に公爵を加える
ことによって新しい展開を図ろうとした。
公爵の性格は依然として暖味なままであり、「感じのいい人物」であったり、「淫蕩そのものの男で高慢な貴族主
義者」であったりした・この性格づけの迷いは、”三角形“のどこに公鰯をおくかｌの迷いに菰なる．しかし、
このことが作者に閃きを与えたｌドストニフスギ‐は、公爵に他の人物とは違う何か異質なものを感じ、彼に新
この後チーホソ僧正のことが出てくるが、チーホソはそっくりそのままの形で『悪霊』に移された人物である。
この書簡のなかでドストエフスキーは第二篇の中心人物としてのチーホンヘの期待を熱をこめて語っているが、こ
の時点で作者の意識とは別に、事実上は、『大罪人』と『悪霊』とが混滑してきていると考えてもたいした誤りで
はないであろう。
（３） 
ホンと近．つきになります。
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６しい道を探らせようと思いはじめた。「新しい人間」というメモはこの意味で看過しがたい。
８
 
ス
タ
ヴ
ロ
ー
ギ
ン
を
考
え
る
う
え
で
股
も
重
要
と
思
わ
れ
る
の
は
、
こ
の
四
日
後
の
書
込
み
で
あ
る
。
こ
こ
に
は
作
家
が
彼
を
書
こ
う
と
し
た
意
味
が
こ
め
ら
れ
て
い
る
。
これはただ一言葉だけだが、一ヵ月後には具体的なイメージになっている。三月十一日付のノートの冒頭の「公爵
最後の形象」では公爵の像はすっかり固まっている。
公
爵
１
週
風
に
な
っ
て
行
く
人
闘
．
ロ
シ
ア
の
一
時
代
の
果
実
．
彼
は
傲
慢
に
自
分
自
身
で
あ
る
こ
と
が
で
き
る
．
つ
ま
り、貴族からも、西欧からも、ニヒリストからも、ゴルーポフからも身を避けていることができる。（しかし、
彼
に
と
っ
て
疑
問
は
残
る
ｌ
彼
自
身
は
一
体
何
着
な
の
か
？
彼
に
と
っ
て
答
臓
ｌ
無
）
．
…
…
しかし、彼は生れつき高潔な人間であり、何者でもないことは彼を満足させず、苦しめる。自分自身のなか
に
は
、
い
か
な
る
基
盤
も
見
出
す
こ
と
が
で
き
ず
、
退
屈
で
あ
る
。
…
…
養
女
を
愛
し
て
い
な
い
こ
と
を
感
じ
る
。
領
地
に
去
り
、
手
紙
で
彼
女
の
心
を
奪
っ
た
こ
と
を
詫
び
る
…
…
だ
が
、
彼
は
退
屈で、彼女を仕合せにできないとも書き、ピストル自殺する。
そ
の
直
前
、
最
後
に
ゴ
ル
ー
ポ
フ
を
訪
ね
る
．
「
他
の
人
鎧
の
よ
う
に
ｌ
鬘
伯
電
、
グ
ラ
ノ
フ
ス
キ
ー
や
、
知
轆
彼
は
ｌ
新
し
い
人
間
．
…
内
に
潜
ん
だ
凄
ま
じ
い
ニ
ネ
ル
ギ
ー
を
い
だ
き
な
が
ら
滅
多
に
発
實
せ
ず
、
す
っ
か
り
謎
を
解
（５） 
き、最終的な思想をすでにいだいている人間のように、冷笑的に懐疑的に人々を凝視している。
主要な思想（つまり、蓋のパトス）ｌこれは公爵と養女・誘惑に耐え、新しい、更新された生活を始め
（４） 
ようと決意した新しい人間である。（七十年二月十八日）
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8７ 
「大地がない」というのは比艤ではない。「大地」ｌポーチヴァは、ロシア人にとって生そのものであり、生
の基盤を支える一切である。形而上的にもすべて〃肯定的なもの〃の根源はここにあり、あらゆる否定的精神と対
峠している。「大地」は信仰の象徴であり、ここには民族的な合意さえ形成されている。
ド
ス
ト
エ
フ
ス
キ
ー
が
ス
タ
ヴ
ロ
ー
ギ
ン
の
発
想
を
こ
こ
に
お
い
た
の
は
不
思
議
で
は
な
い
。
ス
タ
ヴ
ロ
ー
ギ
ン
は
「
大
地
か
ら
も
ぎ
離
さ
れ
た
人
間
」
の
典
型
で
あ
り
、
ド
ミ
ト
リ
ー
流
に
言
え
ば
、
「
い
か
に
し
て
大
地
と
結
び
つ
く
か
」
が
ス
タ
ヴ
ロ
ー
ギ
ソ
の
至
上命題であろう。作家の永年にわたって職想しつづけた『無神論』、『大罪人の生涯』のテーマともここで重なる。
事実、『悪霊』のノートでは、分離派出身の民間の哲人ゴルーポフ、チーホソ僧正、キリーロフ、ネチャーエフ、
シ
ャ
ー
ト
フ
と
あ
ら
ゆ
る
可
能
性
を
克
明
に
探
っ
て
い
る。
し
か
し
、
決
定
稿
で
は
そ
れ
は
ほ
と
ん
ど
書
か
れ
て
い
な
い
。
変
な
言
い
方
だ
が
、
そ
れ
ら
を
「
卒
業
」
し
た
し
の
と
し
て
ス
タ
ヴ
ローギソは書かれている。『無神論』、『大罪人の生涯』のプランを引継ぎ、『悪霊』のノートで執勘に試みた探求を
作
家
は
何
故
決
定
稿
で
書
か
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
『悪霊』のノートの大半を占めるのは、登場人物の性格の分析と決定、その思想の表現、人物と人物の組合せ、
事
件
の
設
定
と
人
物
の
贄
そ
の
生
起
す
べ
き
日
時
事
件
の
物
議
の
な
か
で
も
つ
藻
ｌ
等
炎
の
試
行
錆
譲
で
、
小
説
の
方
法
論
と
お
ぼ
し
き
屯
の
は
少
い
。
グ
ラ
ノ
フ
ス
キ
ー
の
描
写
の
個
所
で
、
ク
ロ
一
三
ル
の
方
式
を
採
用
し
た
と
い
う
こ
と
と
、
学
生
（
シ
ャ
ー
ト
フ
）
は
『
現
代
の
英
雄
』
の
形
式
で
す
べ
て
彼
の
口
か
ら
一
人
稲
で
語
る
よ
う
に
し
た
い
ｌ
と
い
う
こ
と
ぐ
ら
い
が
主
た
る
らや
、-ノ、
｡ 
（くり）
作者の思想１－－‐・足下に大地がないことを意識した人間を表現すること。（七十年一一一月十五日）
大文豪のように、ぼくが生きて行けないことに驚いているんですよ」Ｉと一一一一国う（漆ｌ彼らより高いか
1Ｖ 
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8８ 
ドストエフスキーは繰返しノートで言っているように、スタヴローギンで「新しい人間」を描こうとした。ニコ
ライ・スタヴローギソは「新しい人間」であり、これまでの先行者とは趣を異にしている。作者は、いわば、〃沈
黙〃によって主人公を描こうとしている。「一切の説明なしに、漸次行為のなかで明らかになってくる」というの
は、そういうことだろう。スタヴローギソがまとまった言葉を語るのは、チーホソとの対話、及び「告白」と最後
ドストエフスキーのこの企みは果して手法上の問題だけなのであろうか。説明による描写の容易さを捨てて、困
難な描写法を選んだからには、それなりの訳があるであろう。
スタヴローギンが主人公になり、しかも『無神論』、『大罪人の生涯』の構想を継ぐ人物になってからは、『悪霊』
のノートはやはり綿密になっている。スタヴローギンの思想と他の人物のそれがぶつかり合い、その内容と可能性
が詳細に検討されている．”プ直とうトー７の対立は農まで究められ、執誓「出口」が探求されているｌ
ノートの段階まではこれまでのドストエフスキーと同じなのである。
しかし、決定稿はまるで違う。スタヴローギソの〃虚〃はすべて行為で示され、そこに一言の説明もない。作家
は明らかに「新しい人間」を意識し、新しい「観念」を提出しようと試ゑている。
屯のであろうか。
それだけに七十年十二月二七日の「極めて重要なこと」と題されたメモは、うっかり見過し易いが、ノート全体
を通じても重大な記述とおもわれる。
Ｉ
「
診
‐
Ｉ
「
Ｉ
‐
の手紙だけである。
（７） 
公爵は一切説明なしに、漸次行為のなかで明らかになってくる。
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8９ 
スタヴローギンは〃何もないところ〃に出てしまった人間である。そこでは、思想は風化し、観念は霧梢する。
彼は自分の行為、行動だけを信じようとする。生は意識であり、行動は生の証である。一一コラィが「生の感覚」を
喪失してから久しい。生の灼熱的な感覚は勿論、生ぬるい感じすらないのだ。スタヴローギンの存在を規定してい
るものは、「生の感覚」の喪失に尽きる。彼の顔が「仮面に似ている」と町の人含が評したのも当然であろう。
彼が奇矯な行為で彼らの麹壁を買ったのも、一一コライの立場からすれば、何とか「生の感覚」を得ようとする試
染の一つであった。それは正常の感覚から染れば狂気に承えるが、スタヴローギソにはその「狂気」こそ正気なの
である。何かというと「人の鼻面など誰だって掴んで引廻すことなど出来やしない」と言う口癖のある無邪気な老
人ガガーノフの鼻を彼は本当に掴んで引廻す。事件の事情をきき、謝罪させようとした温厚な老知事の耳に噛象つ
く・・・…作家はノートに片言を洩らした通り、「行為」によって一一コライの精神を描いて行こうとする。
老ガガーノフとのエピソードは、四年後のガガーノフの息子との決闘事件の伏線になる。この近衛予備大尉との
決闘の顛末は、スタヴローギンの行動を描きながら言葉による表白以上に主人公の心の虚を表現している。
ガガーノフは二度失敗し、スタヴローギソは再度標的を外して射ち、三度目になる。
「お射ちなさい・相手を引きとめちゃいけません」ｌスタヴ屋‐ギソが発射のことを忘れたかのように、
キリーロフと一緒に帽子を調べているのを見て、マヴリーキー・’一コラエヴィッチは極度の興蒋にかられて
しかし、発射（
からけし飛んだ。
ほど低かったら、
イッチに渡した。 Ｖ 
発射の音は瀞ぎわたった。そして今度は白い羽毛の帽子が、一一コラィ・フセヴォドロヴィヅチの頭
んだ。狙いはかなり正確で、帽子の山のだいぶ低いところが打ち抜かれていた。もしいま一センチ
たら、もう万事体していたところだった。キリーロフは帽子を拾って、一一コライ・フセヴォドロヴ
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9０ 
介添人のキリーロフは生真面目な男であり、一一コラィのこの行動に極めて不満であった。家の近くまで不機嫌に
お
し
黙
っ
て
い
る
キ
リ
ー
ロ
フ
に
ス
タ
ヴ
ロ
ー
ギ
ン
は
じ
れ
っ
た
そ
う
に
声
潅
か
け
る
ｌ
「
や
は
り
侮
辱
す
る
よ
う
に
な
っ
て
し
ま
「ぼくは出来るだけのことをした」ｌと咳く一一コラィの弁明をキリーロフは真っ向うから否定する．本気でそ
のつもりがないなら決闘を申込雲ず「もう一度頬を打たせる」べきだったｌと》一口う．
った……」。
「
ま
る
で
わ
け
が
わ
か
ら
な
く
な
っ
て
き
た
！
」
と
ス
タ
ヴ
ロ
ー
ギ
ソ
は
と
げ
と
げ
し
い
口
調
で
言
っ
た
。
「
な
ん
だ
っ
て
み
ん
な
は
ぼ
く
か
ら
何
か
を
Ｉ
他
の
着
か
ら
臓
到
庭
望
珍
旗
い
よ
う
な
こ
と
を
期
待
し
て
い
る
ん
だ
ろ
う
？
な
ん
だ
っ
て
幟
く
は
誰
一
人
忍
び
得
な
い
よ
う
な
こ
と
を
忍
び
、
他
の
者
が
負
い
き
れ
な
い
よ
う
な
重
荷
を
負
わ
せ
て
く
れ
る
よ
う
に
仕
向
け
な
く
ち
ゃならないんだろう？」
「ぼくはあなたが自分で重荷を求めているものと思っていました」
「ぼくが重荷を求めているって？」
スタヴローギソは身震いして、ちらとガガーノフを見やった。そして顔をそむけると、今度はいささかの遠
（８） 
噸もなくわきの方の森へ向けて射ち放した。決闘は終った。（『悪霊』第二篇第一一一章一）
叫んだ。
「それがそんなに目立ちますか？」（９） 
「ええ」（『悪霊』第二篇第一一一章二）
「そうです」
「きみ、そ』
「そうです」 それを見たんですか？」
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スタヴローギンの先行着たらば論理の世界をさ霞よった．ラスコーリニコフは「唖で聾の霞」ｌ虚の世界を麟
知しながら、むしろそれ故に、なお論理による〃行き場〃を求めた。イッポリートは豊饒な生命力と不治の病との
相剋に悩み、人間が宇宙の孤児であり、自分が死への被選別者であることの〃説明〃を「絶対者」に要求した。ス
霞ヴロ「ギンはこの点ではイッポリートの対極にいるｌ震この十八歳の着着のように、宇宙の調和に参加した
いとも、この世に生き残る者たちを羨ましいとも思っていない。スタヴローギソは強靱な生命力に悩みながら「生
の感覚」を喪失している。生きながら「何もないところ」にいる。論理をつきぬけた世界に彼はいる。
この「意味」を追うことの無意味さを体感しているという点でスタヴローギソに近いのはスヴィドリガィロブで
キリーロフの「入神論」は極限の否定のようにみえるが、真に意味するところは人間の存在の形の〃改造〃であ
り、その根底には生の肯定がある。ニコライの世界には、本来、その肯定が存在しない。万物はただそこに在るだ
けであり、そしてただそれだけなのだ。人間が無理に色をつけないかぎり、それは無色の世界である。人間がすべ
てに“意味を求める“ことｌ「藻」なしでは篝られないことに一切の認識の鑿がある．
「非意味」の世界のなかで人を生かすものは何か。スタヴローギソはその奇行に生のエネルギＩを求めている。
かつての師スタヴローギンが生の感覚の喪失者であることをキリーロフは理解していない。キリーロフは一一コラィ
の弱音を求道者に相応しくないものととっているが、スタヴローギンは求道者たることを断念した地点から出発し
ている。
キリーロフの「璽荷を求めている」という意味が、スタヴローギソには明確にはわからない。外面的にそう見え
るという一」とは何なのだろうか。一」の場面ほどスタヴローギソとキリーロフの違いをあらわしているところはな
い。あるいは、キリーロフをとおしてスタヴローギンの想いを浮かび上がらせている、と言ってもよいかも知れな
い
◎ 
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9２ 
この一一人に共通するのは、犯罪と悪行である。スヴィドリガィロブの犯罪は暖昧なままに書かれているが、一一コ
ライのそれは詳細に描かれている。彼が物語に登場するまでの「・ヘテルプルクの秘密の過去」は闇の中に沈んでい
るが、主人公として現われてからは、スヴィドリガイロブの描き方とは違う。スタヴローギソの思想を行為で表わ
そうとした決意した作者の賭にも似た新手法は明らかに両者の精神の様相の相違を描き分けている。
スクヴローギソは「悪行」に〃生き甲斐〃を感じている。この瞬間だけ彼の精神は生き生きとする。その悪行か
ら入念の憎悪と軽蔑が生れる時、彼の行為は完成し、「生の感覚」が蘇る……
月の世界で悪行のかぎりをつくし、「月の世界で千年も万年も爪弾きされている」のを地球から眺めていたらどん
な気がするだろうＩとキリ－画フに問いかける周知の個所も単なるニピソードではない．それ臓慰行」が彼に
とってこの世に生を保っている以上不可欠のものであり、ギリギリの選択であることを示している。それは自分を
揺り動かそうとする試みであり、その繰返しが一一コラィの生を維持させて行く……
彼は「感動」を求める。たとえそれが犯罪でも劇酌しない。あるいは、重い犯罪であればあるほど目的に叶って
いるのかも知れない。『チーホンの庵室にて』はこの流れの極点として置かれている。
ある。スヴィドリガイロブには、彼の慰めになるような論理は何一つとしてない。永遠とは「四隅に蜘蛛の巣の張
った田舎家の煤けた湯殿」のようなものであり、生命力が衰えて消失すれば、そのまま他界に移行するだけであ
る・ラスコーリニコフの妹との愛にすべてを賭けようとするが、それが虚しいことは彼自身が一番よく知っている。
スタヴローギンのスヴィドリガイロブと最も異なるところは、スヴィドリガィロブの他界感覚が全く欠如してい
ることである。スヴィドリガイロブはこの世とほとんど同じ感覚で幽界の亡妻や下男を見るが、一一コラィは悪夢の
なかでしか自分の犠牲者の姿を見ることができない。同じように謎めいた人物でありながら、スタヴローギソにス
ヴィドリガイロブのような特有の不気味さがないのはこのためかも知れない。スタヴローギンはつねに現実にあっ
て醒めている。
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9３ 
マトリョーシャはスタヴローギンの心に唯一突き刺さった存在である。「顎をしやくりながら小ぼけな拳を振り
あげて威嚇しているつもり」の頼りない少女の惨めな〃絶望〃は、ドイツの片田舎の旅寵でスタヴローギソが見て
い
た
〃
黄
金
時
代
〃
の
夢
を
切
裂
く
。
そ
れ
は
ス
タ
ヴ
ロ
ー
ギ
ソ
に
「
堪
え
ら
れ
な
い
」
と
い
う
思
い
も
か
け
な
い
気
持
を
お
こ
さ
せ
女の自殺事件である。
「私、すなわち退職将校一一コライ・スタヴローギンは一八六×年、淫蕩に身を委ねつつ、しかもそれに満足を感
ずることなく、ペテルブルグに生活していた」で始まるスタヴローギソの長い『告白』は、当時の彼の恋愛遊戯、
また破の女との結婚の事情も書かれてはいるものの、主となるのは、下宿の十二歳の少女マトリョーシャ凌辱と彼
幼女のなかに潜む娼婦性は、スヴィドリガイロブの最後の夜の悪夢のなかにも現われて彼を悩ませるが、スタヴ
ローギソもマトリョーシャの奥底に潜む女の業に深い嫌悪感をいだく。彼の悪戯心は、むしろ憎悪に近いものに変
っ
て
行
き
、
少
女
を
絶
望
さ
せ
て
自
殺
に
追
込
む
。
物
置
の
戸
は
閉
め
て
あ
っ
た
け
れ
ど
鍵
は
か
け
て
な
か
っ
た
。
こ
の
戸
に
鍵
が
か
か
っ
て
い
な
い
こ
と
は
知
っ
て
い
た
け
れ
ど、開けてゑたくはなかった。ただ、爪先立ちで覗き見をし始めた。この瞬間、爪先立ちをしながら思い出し
たｌ窓際に座って赤い蜘蛛を見つめて忘我の境に陥った時、胤分が爪先立ちでこの徽悶に片目をもって行く
様子を心に描いたことを。この小事をここに挿入するのは、私がどの程度まではっきり自分の知的能力を掌握
しているかを何としてでも証明したいと思うからである。私は長いこと隙間から覗いていた。そこは暗かっ
た．しかし、全く艫間というのでもなかった．とうとう見分けることが出来たＩ必要だったものを……（『怒
（川）
鵡巫』第三篇第九章一チーホソの庵室にて）
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9４ 
る…・・・
「善悪の区別を知り。もしなければ感じｊ蝋）しない。、もとｊい）と善悪などという』ものは存在しない。ただ、偏見がある
だけだ」と揚言していたスタヴローギソには、それは全く予期しなかったことであった。「告白」を印刷し、衆人
に公表しようとした意図の底には、意想外の無気味な、）（『）のから遁れようとする気持が全くなかったわけではなかろ
う。マトリョーシャは一一コライの信、不信－－‐思想を超えて彼を脅かす存在になって行く……この貧弱な少女は
スタヴローギンの噴きの石である。
ス
タ
ヴ
ロ
ー
ギ
ソ
の
チ
ー
ホ
ソ
訪
問
は
、
一
切
の
し
が
ら
ゑ
を
一
気
に
断
切
ろ
う
と
す
る
回
生
の
試
梁
で
あ
る
。
彼
は
チ
ー
ホ
ソ
の
答
に
す
べ
て
を
賭
け
よ
う
と
し
、
ま
た
、
そ
う
い
う
自
分
の
弱
さ
を
宥
す
こ
と
が
で
き
な
い
。
彼
が
最
初
か
ら
妙
に
挑
戦
的
な
の
は
こ
ス
タ
ヴ
ロ
ー
ギ
ソ
の
本
心
は
〃
蹟
き
の
石
〃
を
何
と
か
し
て
ど
か
し
て
も
ら
い
た
い
と
い
う
こ
と
だ
が
、
僧
正
は
そ
れ
を
読
ん
で
い
て
、
ニ
コ
ラ
イ
の
甘
え
を
許
さ
な
い
．
自
分
で
苦
悩
の
果
て
に
；
謙
虚
に
“
ど
か
せ
と
い
う
の
が
ｌ
ま
た
、
そ
れ
以
外
に
系
タ
ヴ
ロ
ー
ギ
ソ
の
救
わ
れ
る
方
途
は
な
い
と
い
う
の
が
、
チ
ー
ホ
ン
の
本
心
で
あ
っ
た
ろ
う
。
ス
タ
ヴ
ロ
ー
ギ
ソ
の
公
表
の
試
糸
は
、
世
人
の
軽
蔑
と
憎
悪
を
招
く
筈
で
あ
り
、
そ
れ
は
彼
の
意
図
し
た
と
こ
ろ
だ
が
、
チ
ー
ホ
ン
の
指
臓
は
、
む
し
ろ
、
別
の
と
こ
ろ
に
あ
っ
た
ｌ
悩
正
は
「
世
間
の
人
の
笑
い
」
に
耐
え
き
れ
な
い
だ
ろ
う
と
富
う
。
ス
タ
ヴ
ロ
ー
ギ
ソ
は
思
い
が
け
な
い
指
摘
に
動
揺
し
、
ま
た
、
心
の
奥
底
で
は
そ
れ
を
予
感
し
て
い
た
こ
と
に
気
づ
く
。
チ
ー
ホ
ン
は
ス
タ
ヴ
ロ
ー
ギ
ソ
の
犯
罪
の
滑
稽
さ
の
裏
側
に
あ
る
の
は
、
「
醜
さ
」
だ
と
断
言
す
る
。
そ
れ
は
皇
子
ス
タ
ヴ
ロ
ー
ギ
ソ
が
蛾
も
言
っ
て
も
ら
い
た
く
な
い
言
葉
で
あ
り
、
批
評
で
あ
っ
た
。
こ
こ
で
両
者
を
幽
か
に
つ
な
い
で
い
た
連
帯
の
糸
は
切
れ
公
表
を
遁
れ
る
た
め
に
、
ま
た
新
た
な
犯
罪
を
犯
す
だ
ろ
う
と
い
う
チ
ー
ホ
ソ
の
予
言
に
対
し
て
、
ス
タ
ヴ
ロ
ー
ギ
ソ
は
捨
て
台
詞
を
残
し
て
庵
室
を
去
る
ｌ
「
忌
鐵
し
い
心
理
学
者
め
！
」
る の為である。
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9５ 
マ
ト
リ
ョ
ー
シ
ャ
は
思
い
も
か
け
ず
ス
タ
ヴ
ロ
ー
ギ
ン
に
刺
さ
っ
た
鰊
で
あ
り
、
彼
の
実
存
は
予
想
外
の
形
で
こ
の
小
ぼ
け
な
存
在
に揺り動かされるが、その動揺によってスタヴローギンは、自分の在り様が彼自身に明瞭に見えてきたといえる。
マトリョーシャの姿を「堪らない」と感じた時、それは彼の神経の最も脆弱な部分に触れた。あるいは、ニコライ
のなかにもこの世をもう一度見直してふようとする徴かな希望が生れたのかも知れない。彼が醜行の公表の是非を
チーホンに問いに行ったのもこの期待をつないでのことであろう。ただ、スタヴローギンのチーホン訪問には、も
う一つの本質的な意味があるように感じられる。
『大罪人の生涯』のノートでもプランの最後の主人公はチーホン・ザドンスキーになっている。ドストニフスキ
ー
が
プ
ラ
ン
の
終
り
の
方
で
唐
突
に
主
人
公
を
代
え
た
意
図
は
よ
く
わ
か
ら
な
い
が
、
ザ
ド
ソ
ス
キ
ー
を
も
っ
て
こ
な
け
れ
ば
、
畢
生
の構想の収拾がつかないと考えたのは事実であろう。信仰の〃信〃の意味を問うことなしに、最も問いづらい問を
提
示
す
る
こ
と
な
し
に
、
作
家
は
一
歩
も
進
承
よ
う
の
な
い
場
所
に
出
て
し
ま
っ
た
こ
と
を
悟
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
従
っ
て
、
『
大
罪
人
』
の
ノ
ー
ト
中
絶
後
そ
の
ま
ま
の
形
で
、
チ
ー
ホ
ン
の
部
分
は
直
ち
に
『
悪
霊
』
に
移
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
スタヴローギソは信仰の形がチーホンに体現しているならば、それはどういうものなのであろうという素朴な疑
問
を
確
か
め
た
い
と
思
っ
て
い
た
。
あ
ら
ゆ
る
惑
い
の
な
か
で
、
な
お
完
き
信
仰
が
あ
り
得
る
と
し
た
ら
、
そ
れ
は
い
か
な
る
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
当
代
の
妓
高
の
信
仰
者
と
し
て
チ
ー
ホ
ソ
を
選
ん
だ
ス
タ
ヴ
ロ
ー
ギ
ソ
は
、
日
頃
の
冷
瀞
さ
に
も
似
ず
性
急
に
僧
正
に
問
』ワ。「聖書には一一口われてい議すねＩもし億ありて山ょ動けと一一一国わぱ、山すなわち動くくしって…でも馬鹿な
「信じています！」
「あなたは神を信じていますか？」突然一一コライはこうぶつけた。
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9６ 
償
と
不
信
の
境
界
を
認
識
す
る
よ
り
、
信
仰
と
狂
信
の
境
を
探
る
方
が
難
し
い
。
ス
タ
ヴ
ロ
ー
ギ
ン
は
こ
の
高
名
な
聖
者
に
狂
信
者
の
影
を
染
よ
う
と
す
る
が
、
チ
ー
ホ
ソ
は
あ
く
ま
で
静
か
で
あ
る
。
「
山
」
を
め
ぐ
っ
て
二
人
は
対
峠
す
る
。
一
一
コ
ラ
イ
の
間
は
終
始
皮
肉
で
あ
り
、
チ
ー
ホ
ソ
は
そ
の
問
を
逸
ら
さ
な
い
。
「
山
と
い
う
こ
と
を
文
字
通
り
解
釈
し
て
い
る
ん
で
し
ょ
う
？
原
則
と
し
て
悪
く
な
い
」
と
ス
タ
ヴ
ロ
ー
ギ
ソ
は
更
に
追
打
ち
を
か
け
る
が
、
僧
正
は
微
動
だ
に
し
な
い
。
「
山
」
は
山
以
外
の
も
の
で
は
あ
り
得
ないのだ。比職は信仰を「論理」で語ろうとすることであり、それはすでに信仰ではない。
ニコライはチーホンが「動かせない」と言わなかったことに感銘する。究極の針の先ほどの一点で「動く」かも
知れないと信ずることが信仰ならば、それは論理ではどうしようもないものである。チーホソが日夜精進をかさ
ね
、
目
指
し
て
い
る
の
は
、
そ
う
い
う
信
仰
な
の
だ
と
ス
タ
ヴ
ロ
ー
ギ
ソ
は
悟
る
。
スタヴローギソは自己の生の可能性を僅かでもチーホソのなかに見出そうとしたが、聖人の答は彼の想像をはる
かに超えていた。信仰は一三ライの問うような形では捉えられない。捉えられるとすれば、それはすでに信仰では
ないとチーホソは言っているのである。
「いや、
てです」
ホンは言った。
ことを言いました。しかし、それでも一寸物好きに訊かせて下さい。あなたは山を動かせますか。どうです？」
「神様のおいいつけがあれば、それは動かせます」とまたも目を伏せかけながら、静かに控え目な調子でチー
「動かせないかも知れませんな」
『かも知れません』いや、これは悪くないな。何故疑っているんです？」
二
点
隈
な
く
信
じ
て
い
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
て
」
「
何
で
す
っ
て
？
他
な
ら
ぬ
あ
な
た
が
一
点
隈
な
く
信
じ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
っ
て
？
「
さ
よ
う
…
…
一
点
隈
な
く
で
は
な
い
か
も
知
れ
ま
せ
ん
」
（
『
悪
霊
』
第
三
篇
第
九
章
一
そ
れ
は
神
自
身
が
動
か
す
の
と
同
じ
こ
と
で
す
よ
。
そ
う
じ
ゃ
な
く
て
あ
な
た
が
、
あ
な
た
が
神
へ
の
信
の
酬
い
と
し
完全に、ではないんですか？」
（ｕ） 
チ１ホンの庵室にて）
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スタヴローギソは、「信仰が足りないので山は動かせないかも知れない」というチーホソの告白を、山を動かす
可能性が針の先ほどはあるということだと読んだが、チーホソにとって「山が動くか動かないか」は、さして問題
ではない．自分がそれだけの侭仰をもてるかどうかｌそこに求道者としての彼の実存のすべてがかかっている．
スタヴローギンはおそらくチーホンの言葉の意味を理解しないであろう。彼はチーホソの懐疑を僧正の誠実さと
とり、そこに自分の蕊をつなぐ腿かな可能性を見ようとしたが、それは彼の誤解なのであるｌチーホソの想い
は、遥か別の次元を飛翔している。
チーホソからみれば、スタヴローギンは接穂のない存在である。「大地からしぎ雛されている」ということは、
そんなに生鰯しいことではない．どこにも自分の居場所がないということが１足を職く所が見当らないというこ
とがどういうことなのか、スタヴローギソには腹の底からわかっていないというのがチーホンの理解である。
チーホソの解釈では、〃大地〃を離れてはいかなる認識も成立せず、その時点で認識は死ぬのである。否、しっ
かり両足で立っているならば、何の認識も必要としないのが〃大地〃なのである。「大地」とは他ならぬ信仰その
ものであり、スタヴローギソが論理にこだわる限り、それを悟ることはないであろう。
「用意が出来ていない。鍛練が足らぬ」と一一コラィを叱略するが、チーホンが言いたかったのは、スタヴローギ
ソの信仰とはほど遠い認識のズレである。この地点で両者が立っている位置は限りなく隔っている。
チーホソのスタヴローギソ評価とは別に、スタヴローギソにとって彼は股後の存在であった。チーホソのなかに
信仰の〃形〃を求めた時、スタヴローギンは一度捨てた筈の意味の世界を我知らずさ迷っていた。ドストエフスキ
ーがノートのなかで最後まで・コルーポフにこだわり、彼に一つの「出口」を見出そうとしていたように、決定稿で
は主人公がチーホソに執心したかの如く作者は書いている。それはスタヴローギソのほんの短い時間の惑いだった
かも知れぬ。しかし、「忌々しい心理学者め！」という捨て台詞は、チーホンに投げつけられたものより、彼自身
の言動に対する●ものだったのかも知れなかろう。
＊ 
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9８ 
「黄金時代」の夢想は、一」のあとも『おかしな人間の夢』、『未成年』とつづいて出てくるが、これは最初のもの
である。ドストエフスキーは不思議なほどこの想念に執着した。よほどこの夢が気に入っていたのであろうが、お
よそ対極に位置するスタヴローギソに初めてこの夢を語らせた意図は何だったのだろうか。
クロード・ローレンの『アシスとガラテャ』からヒントを得たと作家自身言っているが、ドストエフスキーが触
れた絵としての重要性から糸れぱ、ハンス・ホル．〈インのイエス像と一対をなすものであろう。
スタヴローギソは『告白』の最後の方に「黄金時代」のことを記している。ドイツの片田舎の旅龍で汽車待ちを
しながら仮睡していたとき、ゆくりなくも、唐突に彼は「黄金時代」の夢を見る。
それはギリシャ多島海の一角で、穏やかな青い波、無数の島々や岩、花咲き乱れた岸辺、魔法の。ハノラマに
も
似
た
遠
方
、
呼
び
招
く
よ
う
な
落
日
ｌ
到
底
言
葉
で
伝
え
る
こ
と
は
で
き
な
い
．
…
…
こ
こ
に
は
美
し
い
人
畿
が
暮
し
て
いた。彼らは幸福な、けがれない気持で目覚め、また眠りについた。……太陽は自分の美しい子供たちを膏
ぱしげに眺めながら、島交や海に光をそそいでいた。これは人類のすばらしい夢であり、偉大な迷いである。
鑿時代ｌこれこそかってこの地上に存在した空想のなかで、鱗も荒唐篝なものであるけれども、全人類
はそのために生涯全精力を捧げつくし、そのためにすべてを犠牲にした。そのために予言者も十字架の上で死
ん
だ
り
、
殺
さ
れ
た
り
し
た
の
だ
。
…
…
秘は本当のところ何の夢を見たのかわからないけれど、岩も滋も、落日の斜めの尤もｌ鵬りから覚めて生
れてこの方初めて文字通り泣きぬれた目を開けたとき、これがゑんな目のあたりになお見えたような気がした
（吃）
のだ。（『悪霊』第二篇第九章ニチーホンの庵室にて）
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9９ 
「黄金時代」の人々は、生の意味に悩まされることばなかった。彼らは、生が自分自身から乖離して対象化さ
れ、意味が問われるなどというようなことは、全く想像もできなかったに相違ない。生とは日交の生活そのもので
あり、生きていることさえ自覚しなかったであろう。生と論理がズレることなく一致していた時代には論理は言葉
と
し
て
す
ら
存
在
す
る
必
要
が
な
か
っ
た
…
…
生にも論理にも背かれている時代ｌ生も霊も失われた十九世紀は、「蟇時代」の全く裏返しであり、人間
の復活は難しいかも知れぬとドストエフスキーは考えていた。ノートに「新しい人間」という言葉を再三書きつけ
ていたのも、ここからのなんらかの脱出を希っていたからであろうか。
ス
タ
ヴ
ロ
ー
ギ
ソ
の
仮
眠
の
な
か
の
こ
の
夢
の
綴
り
方
朧
、
作
者
の
鬘
を
も
根
底
か
ら
打
砕
く
も
の
だ
Ｉ
太
い
窪
な
っ
て
流
れこんでいる「落日の斜めの光」のなかに突然〃小さな赤い蜘蛛〃が浮き出し、それが痩せて熱病やみのような目
付をしたマトリョーシャの姿に変って行く。顎をしやくりながら、小ぼけな拳を振りあげている少女の絶望的な姿
がスタヴローギソの心臓を貫く・・…・
「黄金時代」の夢をマトリョーシャが破ったということは象徴的である。スタヴローギンでは、一切のことがマ
トリョーシャによって無に帰する。彼がいだこうとした－緩の希望もことごとく崩れ去る……
彼は「黄金時代」の夢を見ていたときだけ生の感覚を得ていた。そこでの承彼の平衡感覚はバランスを保ってい
たのであり、彼の精神は平安を得ていたのであろう。しかし、一一コライの瞬時の安静は崩壊し、作者の「黄金時
代」の想念も霧散する。ドストエフスキーは冷静に主人公を厳しい次元に追立てている。
「黄金時代」は脱意味の世界であり、スタヴローギソはそこに「意味」に追われる）」とのない場所を夢想した。
そういう場所を、例えば、チーホソの達した次元などとは全く無縁に作ることは可能なのであろうか。チーホソは
「用意が出来ていない」とも「鍛練が足らぬ」とも言ったが、それは自分の発想、行動が「挑戦的」になることの
Ｘ 
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1００ 
－ごけ
「足下に大地のないことを窓灘した人間」の拠るべき卿場螂は何なのかＩ作者は／「卜の段階からこの間を問
いつづけながら『悪霊』を書いた。キリーロフはその一つの答である。ノートにはかなり遅れて登場するこの誠実
で生真面な技師は、決定稿のなかで一気に成長して行く。彼は師スタヴローギソの「入神論」を純粋培養して師も
思い及ばなかったものをつくりあげる。キリーロフの発想は、人間のいるべき〃場〃を求めるよりも、その存在の
あ
る
べ
き
〃
形
〃
を
探
し
て
い
る
。
人
間
の
存
在
の
形
を
変
え
な
い
か
ぎ
り
、
人
類
の
新
時
代
は
来
な
い
と
彼
は
信
じ
て
い
る
。
そ
の
意味では、作家がノートに記した「新しい人間」はスタヴローギソよりもキリーロフにこそ似つかわしい。事実、
決
定
稿
で
は
、
キ
リ
ー
ロ
フ
自
身
「
新
し
い
人
間
」
を
宣
言
し
て
い
る
。
キ
リ
ー
ロ
フ
の
篇
う
「
新
し
い
人
間
」
と
は
、
こ
れ
ま
で
の
”
与
え
ら
れ
た
“
存
在
形
式
ｌ
そ
の
繼
繩
の
枠
の
中
か
ら
脱
出
し
よ
う
と
す
る
意
欲
を
も
っ
た
人
間
で
あ
る
。
人
間
の
存
在
を
規
定
し
て
い
る
も
の
が
、
い
つ
綱
が
切
れ
る
か
わ
か
ら
な
い
大
石
の
下
に
い
た
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
ｌ
死
の
不
安
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
そ
れ
を
先
取
り
す
る
し
か
な
い
の
だ
と
い
う
発
想
が
キ
リ
ー
ロ
フ
の
「入神論」の根幹にある。死を超えてはじめて〃絶対の自由〃があり、そこで人は新しい存在形式に出会う。
石の外に立つことによってｌ存在形式の”逆鱸川によって、人催これまでの人刷から木衝的に変化する．
甘さを評しただけの言葉なのであろうか。もしそれ以上の意味をもつとすれば、｜それは世界観にかかわることであ
り
、
他
人
の
踏
蕊
込
め
な
い
聖
域
で
あ
り
、
僧
正
の
倣
慢
と
い
う
も
の
で
あ
ろ
う
ｌ
と
ス
タ
ヴ
ロ
ー
ギ
ン
は
償
じ
た
に
相
違
な
い
．
「山を動かすことが出来るかも知れない」とほんの毛筋ほどでも信じることと、脱意味の世界を夢見ることと、
どちらが荒唐無稽なのか。一一コラィはチーホンを対極におくことによって信仰によらない静誰な世界を得ようとす
る
： 
： 
今の人間はまだ本当の人間じゃありません。今に幸福な、誇りに満ちた新人が出現するでしょう。生きても
生きていなくても同じになった人が他ならぬ新人なのです。苦痛と恐怖を克服した人は自ら神となるのです。
（、）
一方、今までの神はなくなってしまう。（『悪霊』第一篇第三章八）
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「苦痛と恐怖を克服した者は自ら神になる」とキリーロフは誇張して言っているようにみえる。しかし、この言
葉の裏には〃大石〃と対決しつづけた彼の苦渋が謬糸出ている。
キリーロフとスタヴローギンが最も異る点は、生命への愛着である。キリーロフにはスタヴローギンを悩ませつ
づけた「生の感覚の喪失」など全く存在しない。彼の積極的一一ヒリズムの根底はここにある。
キリーロフは「生きても生きていなくても同じ」と言う。同様の表現はスタヴローギンにもあるが、二人の意味
するところはまるで違う。キリーロフは時間を消すことによって存在を無窮にし、死の意味を否定しようとしてい
るが、スタヴローギソは論理の果てに人が到達するであろう無色の境位を言っているのだ。
スタヴローギンはキリーロフの自殺哲学と生への愛着が彼の中で平然と両立している理由が理解出来ない。「生
活は生活、あれはまた、あれです。死というものはまるでありやしない」と弟子は事もなげに言う。「未来の永世
を
億
じ
ろ
の
か
」
と
い
う
師
の
問
に
Ｉ
キリ１回うば「未来の永世」を現時点に呼びこむことによって死の意識を消去しようとしたｌ人間存在の意識
の革命によって彼は、〃生きても生きていなくても同じ〃ところへ達しようとしたのであろうか。
それは師のような全否定の果てに出た無為の世界ではなく、生と死が一加となった時、生れ出た〃すべてよし〃
に通じる意識なのだろう。スタヴローギソはこの時、自分と最も遠い地点にいる弟子の姿を確認したのである。彼
は咳く、いささかの皮肉もなく、ゆっくりと物思いに沈んでいるかのようにｌ「それは、どうも現代では不可鰭
ら
し
い
ね
」
…
…
「いや、未来の永世じゃない。この世の永世です。一つの瞬間がある。その瞬間に到達すると、時は忽然と停
（ｕ） 
止してしまう。それでもう永世になってしまうのです」（『悪霊』第二楠第一章五）
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ただ在るということｌそ罪意味の「意味」をスクヴローギソば究極霞で適究しようとする・それは「意味の
世界」とは絶縁したはずの彼には明らかに矛盾である。しかし、「生の感覚」を呼び戻そうとする意志だけは残っ
ている一一コラィには、これはそのまま看過出来ない問題だったのであろう。「生の感覚」の喪失も根底には世界の
在り様が何一つとして解明されない”護憲〃でいることが真因ではないのかｌというのがスタヴローギンの晩年
の感慨である。彼はキリーロフのように、緑の縁が黄色くなりかかっている木の葉一枚にも感動する心を失って久
しい。それは生命力の枯渇であり、世界への執着心の減退なのである。
森羅万象との交感のなかで、自分の存在もその中に溶けこめるとしたら、それは意識を純粋化することなのだろ
うか、それとも、意識を消すことなのだろうか。ダーリャとウリー州に隠棲して静かに暮すというのは、どうにか
虚心に観れば観るほど万物は無色であり、非意味の世界なのである。人間が非意味の世界の虚しさに耐えきれ
ず、意味を強いてつけたにしろ、その本来の姿は鼈も変らない。
自分だけが色彩を感知出来ず、無色の世界にいるのであろうか。生とは万物との共感であり、交流であるなら
ば、せめてその程度のシソパシーは許されてもよいのでばないかｌともニコライば思う．
世界の中にひとりポッンと在ることＩそれが人間の存在の本来の形だとしたら、人は意識をもちすぎたのだ．
人間が生まれ、成熟し、死滅するという何百万回何千万回くり返されてきた退屈な過程も意識がなければ耐えきれ
スタヴローギソは、「チーホとも「キリーロフ」も「遍歴」し、革命運動ともかかわり、スラヴ主義も確認し
て再び〃なにもないところ〃へ帰って来た。その意味でも〃フショーラプノ１〃（すべて同じ）なのだ。なんの
変りもないという）」とに苛立っても仕方がない。彼も彼を包むすべての存在物もそのままそこに在り、ただそれだ
けなのだ。
るであろう。
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して厄介な意識を〃処理〃しようということなのであろう。
すべてはそこに在るだけｌとしたら、人間が有史以来夢想しつづけてきた”実在“も存在しない．今在る自
分だけが実在する。だが、それは〃実在〃と坪ぺるほどのものなのであろうか。ただ、意識を誇大化しただけなの
ではないか。彼はまた意識の罠に囚われる。
一切目の前に在るものそのものが、そのまま実在なのだという考え方がある。スタヴローギンはこの発想には最
も縁遣い存在であろうｌニコラィはそういう直線的な懲味づけ潅職も嫌う．世界が非蔵味の世界であり、万有が
ただ〃そこに在るだけ〃なら、それはそれでよいではないか。人間は潔くそれを認識すべきであり、承服すべきな
のだ。価値もなく無価値もなく、〃零〃の世界の中に人間は居る。自ら選びとったわけでもない〃零〃のただなか
に人は投げ出されて「在る」。始原も知らず終末も知らされない偶然の存在として、人間は存在し、存在しつづけ
ドストエフスキーはスタヴローギソで非意味の世界を描こうとした。否定が否定として成立するためには、杏走
者が立っている〃岩盤〃が必要であろう。スタヴローギソはそれさえ喪失した人物として設定されている。「足下
に大地がないことを意識した人間」とは、それであろう。すべての否定は空を切り、否定が否定にならない。その
虚空の地獄の中に作家は主人公を歩ませようとする。
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。
るこれまでのドストエフスキーの主人公達のうちでスタヴローギソのような明蜥な認識に達した人物はいない。彼
の「生の感覚」の喪失が、怠惰につながらず、つねに自分を追いつめて行く精進めいたものにつらなっているよう
に見えるのは、この所為であろう。
なにもないところに出てしまったｌということば、そういう〃零”地辮での自己の存在を明艫に意識したとい
Ⅲ 
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界
に
出
て
し
ま
っ
た
。
ド
ス
ト
ェ
フ
ス
キ
ー
は
彼
を
、
一
切
の
妥
協
を
捨
て
、
虚
心
に
描
く
こ
と
に
よ
っ
て
、
否
定
の
果
て
に
在
る
〃
な
に
か
〃
に
達
し
た。それは作家がノートの上で計画したものとは異る異質のものだったかも知れない。
しかし、『悪霊』によってドストエフスキーは、これまで全く触れることのなかった未知の領域を拓いたのであ
る。スタヴローギソとキリーロフはその出現によって作家の存在論の両極の深度を示しているのだと言えよう。
『悪霊』が小説として大きな暇をかかえながら、なお、深さにおいて『カラマーゾフ』にまさるかも知れないと思
われているのも、ただ一」の奇妙な師弟の存在によるものであろう。
否定すら鋳出されない場所からスタヴローギンは〃なんにもないところ〃へ出る。万象が彼を賑々しくとりまい
ても、それは彼には無縁のものである。そこに偶然「在った」だけのものと、偶然それに出くわした彼と……
意味をもたない非意味の世界は、底をもたない世界でもある。それは行き止りがなく、押し返してもこない。限
界がなく、限定も不可能なのが、何もないということなのだ。いわば、コイナスの無限」のもつ真のおそろしさ
を作者は主人公に体験させている。否定の極限は超否定の世界であり、そこに至ると針が振り切れて零に一民ってし
まう。ドストニフスキーがスタヴローギソを置いたのは、否定も肯定しない〃空白〃の地点である。
ドストエフスキーがノートに「足下に大地のない人間」を描くと記したとき、作家の脳裡にあったのは、もっと
「典型的」なしのであったろう。スタヴローギソの成長はドストエフスキーの予想を遇かに超えたのである。スタ
ヴローギンは自分のなかのあらゆる可能性を試し、また、弟子たちのなかのあらゆる可能性を探って、非意味の世
無色の世界に在りつづけていたはずのスタヴローギソの自殺は、ダーシャを震憾させたように、唐突である。こ
の「ウリー洲の市民」は、最後に生を確認するために死んだのであろうか。
ウリー州の市民は、すぐ扉の向う側にぶら下っていた。小テーブルの上には、「何人も罰するなかれ。われ
自らの業なり」と鉛筆書きで記された小さな紙片がのっていた。同じテーブルに、金槌に石鹸のかけらと、子
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め予備として用意しておいたらしい大きな釘が置いてあった。ニコライが自殺に使った丈夫な絹の細紐は、以
前から選んで用意したものらしく、一面にべっとりと石鹸が塗ってあった。すべて前をからの覚悟と、最後の
瞬間まで保たれた明確な意識を物語っていた。
（応）
町の医師達は死体解剖の後、精神錯乱の疑いを全く否定した。（『悪霊』第三篇第八章）
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